
　07th 大浴場、開幕！
　このイベントは、すっかりお馴染みとなった
web 形式の即売会だ。
　日本中どころか、それこそ世界中からも参加で
きる、これぞまさに新世紀の即売会！

【ケロポヨ】「ぽよん！　オイラは準備会ケロポヨ
ですぽよ！　今日は楽しいイベントにする
為に、皆さん、ご協力をよろしくお願いし
ますぽよ～！」

　ここは仮想空間。キコニア世界でいうところの
ヴィルティ空間だ。
　よって、様々な世界のキャラクターたちが参加
できる。
　今日を盛り上げようと、『ひぐらし』と『うみ
ねこ』のキャラたちが、サークル参加してくれた
ようだ。

【ケロポヨ】「それでは各サークルを回って、出展
物が当即売会のレギュレーションに沿って
いるか確認するぽよ！　では最初のサーク
ルは……」

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ぽよ ?!　ここは始まる前からすご
い待機列ぽよ！　どこのサークルぽよ？」

【アスモデウス】「ベアトリーチェ様の新刊、とっ
ても楽しみぃ☆　きっと、戦人さまとのイ
チャラブな新婚生活を描いて下さったに違
いなぁい♪」

【ベルゼブブ】「違う違う！　新婚生活をラブラブ
に彩る愛妻弁当のレシピ集！　これしかな
いわぁ！　あぁ、今からご馳走様な気持ちぃ
♪」

【ベルフェゴール】「我らが主が自ら売り子をされ
る必要などないのに……。私に全てお任せ
下されば、売り子どころか、ネタ出し、下
書き、ペン入れにトーン貼り、もちろんデ
ジタル原稿にも対応できるというのに」

【サタン】「馬鹿ね！　それじゃあアンタの個人
サークルじゃない！　ベアトリーチェ様が
あの戦人と組んで出す本なのよ？　もっと
敬いなさい !!」

【レヴィアタン】「やっぱり、二人のイチャラブを
モチーフにした創作物に違いないわよねぇ。
あぁ～、独り者には堪えるわぁ！　ベアト
リーチェ様に嫉妬しちゃうよぉ！」



【ルシファー】「それにしても、さすがはベアト
リーチェ様。新刊の内容も明かしていない
のにこれだけの山羊の待機列が出来るとは
……！」

【山羊たち】（ウホウホ……、新刊、楽しみ……。
まだかな……まだかな……）

【ケロポヨ】「そんな待機列を尻目に、オイラは準
備会特権で一足早く、新刊を拝見させても
らうぽよ～☆　こんにちは～☆　準備会で
すぽよ～☆　今日の新刊は何ですかぽよ～
☆」

　そこには……、何も準備のないスペースと、パ
イプ椅子にちょこんと座るベアトの姿が。
　首からは看板を掛けていて、こう記されている。

『私は遊んでばかりいて、原稿を落としてしまっ
た、おまぬけな魔女です』

【戦人】「だから俺、さんざん言ってたよな ?!　
原稿は順調か、手伝おうか、仕上がってる
分だけでも見せてくれないかって事あるご
とに !!」

【ベアト】「だってぇ……。夏の終わりには、面白
そうなゲームがいっぱい出たんだよぉ……。
気球防衛軍６だろー？　カルトオブ山羊だ

ろー？　メイドイン阿鼻叫喚だろー？　そ
れから　エイリ庵の新ＤＬＣも出たろー？
　それからそれから……」

【戦人】「ゲームやるのは別にいい！　そのせいで
原稿が遅れるのはよくあることだ !!　俺が
怒ってるのはそうじゃなくて、お前に進捗
確認をする度に、順調だ、今日は何ページ
進んだ、完成してから見せたいからまだ見
せない、なんて言って、あたかもちゃんと
執筆してるかのように嘘を吐き続けていた
ことだーッ !!」

【ベアト】「だってだってぇ !!　そう言わないと
戦人、一緒に遊んでくれないだろぉ？　妾、
戦人の為に頑張ってライサンダー鍛えてお
いたんだぞぉ？」

【戦人】「頼んでねぇ !!　とにかくお前は今日一日、
晒し者になって反省しやがれ !!」

【ケロポヨ】「夫婦喧嘩はカエルも食わないぽよ～
……。お幸せにぽよ」

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「このサークルは……、始まる前から
ものすごいテンションが高いぽよ！」



　そこでは、圭一とソウルブラザーの亀田が共に
準備をしているところだった。
　二人ともハイテンション。よほどの自信作が出
来たようだ。

【亀田】「Ｋぇえぇい !!　いい感じに仕上がった
ぜぇえぇ !!　これはきっと、新しい世界の
バイブルになるッ !!」

【圭一】「あぁ。だが、どんな本も読んでもらわ
なきゃ意味がねぇ !!　気合で売り子をして、
迷える未来のソウルブラザーを導くんだ !!」

【亀田】「もちろんだぜ、Ｋ !!!」

【ケロポヨ】「準備会ですぽよ～♪　本日の新刊は
どんなですぽよ？」

【圭一】「よくぞ聞いてくれたぜ !!　これが俺たち
の新刊 !!　そして新世界へ誘う鍵にしてバ
イブル !!」

【亀田】「その名も !!『厳選！　貴様の人生を萌
え 色 に 染 め て 人 生 を 変 え る、 Ｋ の 名 演 説
１００選 !!』だああぁ !!」

　耳が付いた者ならば誰もが魂を虜にされてしま
うと噂の、口先の魔術師、圭一の熱き萌え語り！
　聞く者全てを引き込んでしまうその得体の知れ
ない能力は、固有結界とさえ呼ばれることもある。

　そんな圭一の、魔力宿る珠玉の名演説が厳選さ
れて１００も収録！

【圭一】「もちろん、亀田くんに聞かせたケーキ美
少女化の演説も収録されている！」

【 亀 田 】「 ふ ぉ お お お ぉ !!　 あ の 興 奮 が も う 一
度、文字で読めるなんてぇえぇ !!　開く！
　開いちゃう !!　また開眼しちゃううぅう
うぅ !!」

　あなたもぜひ、１冊いかが？
　ソウルブラザーになって、新しい世界の扉を開
いてみよう！

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ここは確か、『うみねこ』の人たち
が並んでいるところぽよ。……おお、これ
はさくたろうのぬいぐるみぽよ！」

【真里亞】「うー !!　ここは真里亞のサークルな
の！　さくたろぬいぐるみをいっぱい作っ
たんだよ！」

【ケロポヨ】「手作りならではの味があるぽよ。そ
して、大きいのから小さいのまで、色々と
あるぽよ～☆」



【真里亞】「うー！　いつでも一緒にいられるポ
ケットサイズさくたろ！　うりゅ～☆そし
てこっちは、いっぱいいっぱい抱き締めら
れる特大さくたろなの！　うりゅりゅりゅ
りゅ～☆」

【ケロポヨ】「ぽよ？　こっちのさくたろうはすっ
ごく重いぽよ ?!」

【真里亞】「きひひ。それは強化さくたろなの。防
弾チョッキ用の特殊繊維で編まれてるの。
だからね、突いても刺しても、引っ張って
も 引 き 裂 こ う と し て も、 絶 対 に 大 丈 夫 な
の !!」

　たくましき原初の魔女は、二度とさくたろうを
失わない為に、最強不死身の体を与えたよ
うだった……。

【ケロポヨ】「そのお隣は朱志香のサークルぽよ。
確か自作の音楽アルバムを発表のはずぽよ」

【朱志香】「うぜーぜ！　何でこんなとこまで付い
てくんだよ！　授業参観かよ !!」

【蔵臼】「イベントが始まる前に接客のシミュレー
ションをしておいた方がいいのではないか
ね？　私がお客の役をしようではないか。
あー、これ、視聴させてもらってもいいで

すかな？」
【夏妃】「朱志香。クロスが歪んでいますよ。こう

いうところで足元を見られては残念ですよ」
【朱志香】「だ・か・ら、うぜーぜ !!　そういうの

は私が自分でやるぜ！　こんなとこまで親
が付いてくんじゃねぇー !!」

　ケロポヨがふと隣のサークルを見ると、こっち
でも似たようなことをやっている。

【秀吉】「今の会社もな、わしひとりでリヤカーを
引いたところから始まったんや！　譲治も、
この会議机の半分しかない猫の額のような
土地から全てが始まるんやで！」

【絵羽】「でもここ、客筋は本当にいいのかしら？
　譲治は根が優しいから、態度の悪いお客
に絡まれたりしないか、母さん、心配よ」

【譲治】「大丈夫だよ、母さん。ここに集まるのは
同好の仲間ばかりだからね。みんな、気の
いい人ばかりさ」

【絵羽】「勉強も習い事も全て、一番最初と成功体
験が何より重要なのよ。たとえ遊びだとし
ても、大成功に終わらせなくちゃいけない
わ」



【秀吉】「わかっとる！　自らモノを売るのは久し
ぶりやが、わしの原点や！　わしの呼び込
み話術、とくと披露したるで !!」

【譲治】「……参ったな。これじゃ、父さんと母さ
んのサークルだよ……」

【ケロポヨ】「キコニア生まれの家族は仲睦まじく
て素晴らしいぽよ☆」

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「こんにちはぽよ☆　準備会スタッフ
の巡回ですぽよ～。ここは竜宮レナさんの
個人サークルですぽよ～？」

【レナ】「こんにちは！　レナの個人サークルは、
今まで集めたかぁいいものを大放出なんだ
よ！　みんなにもこのかぁいいのを、ぜひ
お 持 ち 帰 り ぃ ～ し て も ら い た い か な、 か
な！」

　レナは謎めいた珍品からそもそも名称さえ定か
ではない謎の品まで、様々な小さな『お宝』を陳
列している。

【レナ】「浜辺の漂流物を集めて加工して、綺麗な
アクセサリーにする人って、テレビとかで
見るでしょ？　レナはね、やっと時代がレ
ナに追いついたかな、かなって思ってるん
だよ。はぅ～☆」

【ケロポヨ】「ぽよ～。でも、これらの〈ケロケロ〉は、
綺麗に手入れはされてるけど、アクセサリー
とかに加工はしてないぽよ」

【レナ】「どんなものに生まれ変わるかは、手にし
た人とかぁいいものが、二人だけの対話を
して決めることじゃないかな。かな」

　レナは壊れたものや捨てられたものに、新たな
居場所を作りたいという思いを持っている。
　再加工してアクセサリーにするのはよく聞く
が、レナに言わせると、それでは『かぁいいもの
自身』が不安になってしまうというのだ。

【レナ】「例えばだけど。……結婚式って、出会う
前から自分の中で決めておいて、パートナー
にそれを押し付けるものじゃないって、レ
ナは思うの。……結婚を決めた二人が、二
人でより幸せになる為に話し合って、どん
な結婚式がいいかを決めるものじゃないか
な」



【ケロポヨ】「なるほどぽよ。何に生まれ変わらせ
るかを悩むことも、楽しんで欲しいという
ことぽよ！　地球環境に優しいし、意識が
高くて何だか素敵ぽよ！　大繁盛をお祈り
していますぽよ～！」

　レナの想いが受け手に伝わるかどうかで、彼女
の並べるお宝の価値は人によって雲泥の差となる
だろう。
　だが、ケロポヨは好意的に解釈することにする。
　何に活かそうかと創作を考える楽しみを知る人
が大勢訪れる場所こそ、即売会という場所なのだ
から。

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ここは……、渋いですぽよ！　ＳＳ
ＶＤ式資産運用術指南本とはすごいぽよ☆」

【ウィル】「ふっふっふ。これは俺がＦＸで財を成
すまでの過程と、そこから得た教訓をまと
めた珠玉の一冊だ」

【理御】「……ひどい本ですね。これによるなら
ば、ウィルは大法院を退職した時の退職金
を、全てＦＸに注ぎ込んだのですか？」

【ウィル】「あぁ。軍資金は多ければ多いほどいい
からな。俺はそこそこ真面目に働いてたか
ら、退職金はまとまったいい額が出たぞ」

【理御】「それを全額、注ぎ込むなんて狂気の沙汰
ですっ。たまたまうまく行ったからいいも
のを、もし行かなかったらどうしていたの
ですか ?!」

【ウィル】「男は、伸るか反るかの大勝負をしなきゃ
ならねぇ時もあるのさ。心を蔑ろにするん
じゃ、イデぇッ !!　急に尻を抓るんじゃね
え !!」

【理御】「ただ運が良かっただけじゃありません
か !!　この本を読んであなたに感化されて、

同じように退職金全額で大勝負をする人が
現れたら、ウィルは責任を取れるんですか ?!
　あぁもう、嘆かわしい！　真面目な本を
書いているというあなたを信じてしまった
ばっかりに……！」

【クレル】「……………………」
【理御】「クレル、駄目ですっ。この本は悪い本だ

から読んではいけませんっ」
【クレル】「……『負けたら、負けた額の倍で勝負

する』？　『最後に１回勝つだけで、それま
での負けを全てチャラにして絶対に利益が
出る』……？　これすごい……。ダイアナ
に一番おいしいカリカリをいっぱい買って
あげられる……」

【ウィル】「勝ちも負けも五分五分だ。永遠に負け
続ける訳はない。たった一度だけ勝つだけ
で絶対に儲かる。これが俺の必勝法だ！」

【クレル】「……すごい。我こそは我にして我とウィ
ルなり。ＦＸやる。ウィルとやって、ダイ
アナにいっぱいカリカリ買う」

【ウィル】「よく言ったぜ !!　俺を信じてついて来
い！　一緒に大富豪になろう !!　ん？　何
の音だ？　キュィィィーン？」

　理御が電動ドリルらしき工具の動作確認をして
いる。
　その先端には、尻を抓る手先を模したものが付
けられている……。

【理御】「ウィル。歯を食いしばって下さい」

　キュインキュイン。

【ウィル】「や、やめろっ。悪かったっ。俺はただ、
自分が荒稼ぎできた幸運のお裾分けがした
かっただけなんだ！」



【クレル】「……『ウィラード先生の投資セミナー。
受講生募集中』……？」

【理御】「身の丈に合わない幸運を得て、少し調子
に乗り過ぎているようですね……。ウィル。
頭を少し冷やしましょう」

　ギュインギュイン、ギュイイイィイイイイン !!
　ブギャアアアァアアアアアァッ !!!

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「おや、お二人はコスプレ参加ぽよ？
　聖ルチーア学園のコスプレぽよ！」

【沙都子】「ほっほっほ！　きっと私たち二人にカ
メコさんが群がって参りますわ！」

【梨花】「業卒でステキな高校生姿を披露したの
です。ボクたちがルチーアの制服を着たら、
それだけで大賑わい間違いなしなのですよ。
にぱー☆」

【ケロポヨ】「実にあざといですぽよ～☆　きっ
とみんな写真が撮りたくて大繁盛しますぽ
よ！」

 
【富竹】「はっはっは！　 当然さ！　うら若き乙

女が学校制服に身を包むだけで、それは最

高の被写体になるんだからね！　おっと勘
違いしないでくれよ？　僕の専門は野鳥の
撮影。別に女子高生の写真が撮りたい訳じゃ
ない。しかし、野鳥の自由奔放な美しさと
自然の神秘、命の輝きと儚さを追求してい
ると、それは決して野鳥だけに宿るものじゃ
ないと気が付くのさ！　そう、これが真の
野鳥撮影なんだ！　若鳥の美しさが女子高
生の形をとっているに過ぎないのさ！」

【梨花】「みぃ。ボクたちのコスプレは本格派なの
です。ただ制服を着るだけではないのです
よ？」

【沙都子】「ただ着て終わりのような、チャチなも
のではございませんことよ？」

【富竹】「はっはっは！　これは参ったね！　どん
な素敵な女子高生、もとい！　若鳥の姿が
見られるか楽しみだッ」

二人は大きな鞄をゴソゴソと漁り出す。

【富竹】「ん～？　猫耳かなぁ♪　猫シッポかなぁ♪
何であれ、君たちを最高に輝かせてくれる
ことを保証するよ！　……ん？　おやおや、
それは何だい？　何の容器だい？」

【沙都子】「ほーっほっほっほ！　これは塗料でし



てよ！」
【梨花】「これをボクたちにぶっかけて、ねろねろ

のどろどろにしちゃうのです☆」
【富竹】「そ、それは過激だなぁ！　僕のフィルム

たちが、興奮を抑えきれずにいるよ！」

　二人は互いに容器を向け合い、その中身をぶっ
かけあう。

【富竹】「え ?!　うわあッ、血だぁ !!」
【梨花】「血みたいな塗料なのですよ。……富竹は

何色が出てくると思っていたのですか？」
【沙都子】「こうして血まみれにして、さらに大道

具が登場ですのよ！」
【梨花】「じゃーん☆　ダンボールで作ったシャン

デリアなのです☆」
【沙都子】「こうして、二人で下敷きになりますの

よ！　すごいでございましょう ?!　ほーっ
ほっほっほ！」

　まるで、こたつの中から顔を出すような二人は、
それだけでとても楽しそうだった。

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ここは『天使１７歳』のサークルぽ

よ。確か、朝一で黄紙を食らって修正中の
はずぽよ～☆」

　そこには、自分たちの本にマジックで『修正』
を入れているワルギリアと縁寿の姿があった。
　『修正すべきカット』が全ページに膨大に存在
するらしく、その作業量は到底、開会に間に合う
ものには見えない。

【ワルギリア】「まったく！　どうして貴女はこう
も〈ゲコゲコ！〉を露骨に書くのですか！
　私はいつも言っています！　見せないで

〈ケロケロ〉を感じさせる描き方をもっと鍛
えなさいと！」

【縁寿】「そういう見せない〈ケロケロ〉で股を〈ゲ
ロゲロ〉なんて奥ゆかしい表現で売れるほ
ど現代は甘くないのよ！　今はね〈ゲコゲ
コ〉も〈ケロッケロ！〉〈ゲーコゲコゲコ！〉、
もっともっと〈ケロケロケロ！〉なのをみ
んな求めてるのよ！」

【ワルギリア】「まったく、最近の若い子はどうし
てこうもはしたないのでしょう！　もっと
詩的に文学的に！　〈ケロケロ！〉〈ゲーコ
ゲコ！〉」

【縁寿】「なに高尚を気取ってんのよ！　愛はね、
肉欲なのよ！　〈ゲッコゲコゲコ！〉〈ケロ



ケロ！〉〈ゲロゲーロ !!〉」
【ワルギリア】「〈ケロケロ？〉見たいだけなら〈ゲ

ロゲロ！〉でも見てればいいでしょうが !!
　この〈ケーロケロケロ！〉」

【縁寿】「何ですってぇぇ ?!　この〈ゲッコゲッ
コ !!〉〈ケロケロゲコゲコ !!〉」

　二人は罵声を浴びせ合いながら、せっせと、男
の〈ケロケロ〉や〈ゲコゲコ〉をマジックで消し
続けている。

【ケロポヨ】「人間は大変ぽよ～。種のコピー＆ペー
ストが最大の目的なのに、どうしてそれを
直接描写したらいけないのか、オイラには
よくわからないぽよ～。でも、その観点か
ら言えば、はっきりと断言できるぽよ。男
と男が〈ゲコゲコ！〉してもコピペにはな
らないぽよ～☆」

【ワルギリア】「それはそうと。今日は売り子のお
手伝いさんが１人、来てくれるはずではあ
りませんでしたか？　この作業も手伝って
もらえると、だいぶ助かるのですが」

【縁寿】「お兄ちゃんに本の中身、見せられる訳な
いでしょ！　お兄ちゃんには、本の中身は
絶対に見ないで、会計だけ手伝ってくれれ

ばいいからって言ってあるの！」
【ワルギリア】「まぁ、呆れた。〈ゲッコゲッコ！〉

漫画の登場人物本人に本を売らせるつもり
だったんですか？　貴女という人は本当に
血も涙もありませんね」

【縁寿】「私はアンタのネームに従って作画しただ
けに過ぎないことをお忘れなく！」

【マモン】「縁寿さまぁ！　お困りのご様子！　お
手伝いに来ましたぁ♪」

【縁寿】「ちょうどいいとこに来たわ。今回の新刊
に出てくる＜ゲコゲコ＞に全て、マジック
で消しを入れてちょうだい」

【マモン】「はーい、縁寿さまぁ！！」

　解散したり再結成したり。仲が良いのか悪いの
か、さっぱりわからないサークル『天使１７歳』
であった……。

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ぽよ～！　ここは抱き枕のサークル
ぽよ？　でも、何か揉めてるぽよ」

【魅音】「いーや！　絶対に発注ミスだーって！　
こんなに売れる訳ないでしょー ?!」

【詩音】「お姉はわかってませんねぇ。一度に大量



発注した方が安いんです」
【魅音】「そんなことは知ってるよ！　私が言いた

いのは、あんたの抱き枕がそんなに売れる
かーってこと !!」

【ケロポヨ】「ケンカはやめるぽよー！　仲良くし
ないとヴィルティ会場からＢＡＮしちゃう
ぽよ！」

【詩音】「あぁ、本当にお見苦しいところをごめん
なさい！　うちのお姉が〈ケロケロ〉〈ゲー
コゲーコ！〉なことを言い出して」

【魅音】「それを言ったらアンタなんて〈ケロケロ
ゲコゲコ !!〉でしょー !!　もし売れなかっ
たらどうすんの ?!　私、決めた以上のお金
は出さないからね !!」

　どうやら園崎姉妹は、魅音と詩音の抱き枕を
作ったようだ。

　ところが、強気な詩音が、予め決めていた数よ
りも多くを発注してしまったらしい。

【魅音】「しかも、どーしてあんたの抱き枕だけ、
私の数の倍も用意してある訳よ ?!?!」

【詩音】「まぁ、色気の欠片もないお姉と比べて、
明らかに私の需要の方が上だと判断しまし
て。あ、お金の話は了解しました。私が増
やした分については私が払いますのでお気
になさらず」

【魅音】「絶対、アンタの抱き枕なんか余るからね !!
こういうのは姉妹そろって買いたいものな
の！　それに、魅音の方が先に売り切れて
アンタだけ売れ残ったら、それを見た人た
ちはなんて思う ?!」

【ケロポヨ】「……詩音だけ売れ残ってるから、人
気ないぽよと思うぽよー」

【詩音】「そのリスクは覚悟の上です。それに、お
姉のが売り切れる前に売り切れる自信があ
りますし」

【魅音】「あーッ、言ったね言ったね ?!　もし詩
音が売れ残ったら、不人気で売れ残りまし

たーっ、半額で投げ売りしまーすってやる
からね ?!」

【詩音】「どうぞご自由に。お姉はそのやぼったい
私服で売り子をして下さい。私はお店から
借りて来たエンジェルモートの服で売り子
をしますので。私の抱き枕を買ってくれた
人には、チェキをサービスとかやっちゃおっ
かなぁ」

【魅音】「詩音んん、ずーるーいいいい !!!」

　園崎姉妹は、こうして喧嘩をしているくらいが
ちょうどいい気がする。
　抱き枕がどの程度、売れるかはわからないが、
二人の喧嘩は会場のいい賑わいになるだろう。

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ケロポヨ】「ここは渋い本を出してるぽよ。お箸
のマナー本とは、実に渋いぽよ！」

【ヱリカ】「日本人ならお箸は美しく使えて当然
です。なのに、洋食化の影響で箸を美しく
使えない、嘆かわしい若者が増えています。
私、古戸ヱリカは、そのような現状に憂いて、
お箸のマナー本を執筆するに至った訳です」

【ドラノール】「……私はお箸をうまく使えまセン。
フォークとナイフで頑張るのデス」

【ヱリカ】「はぁ。フォーク？　ナイフ？　ぶっ刺
す、切り千切る。あぁ、なんて野蛮な西洋
食器！　不器用で無粋で無骨な原始的食器
です」

【ドラノール】「ほう……。ではヱリカの扱う先
進的な食器に、このような真似は出来マス
カ？」

　ドラノールはどこかから、煮豆を盛った
小皿を取り出す。……一体、どこから。
　その煮豆の山に突然、フォークを刺し、
数個の煮豆を宙に放ると、シャシャシャ！



　サクサクサク !!
　フォークの４つの先端に１つずつ、煮豆
が刺さっているではないか。

【ドラノール】「不器用で無粋な原始的食器でも、
この程度の芸当が可能デス。如何デスカ？
　皆様方？」

【ヱリカ】「……ふん。しゃらくさい真似を。芸当
というのは、この程度が出来てから言って
もらいましょうか。……その煮豆、こっち
に放ってもらえます？」

【ドラノール】「フフン。どの程度のことが出来る
のヤラ」

　ヒョン。……シュバババババ !!　ビタッ。

【ドラノール】「大げさな技を繰り出したように見
えて、煮豆４つを宙で摘み取っただけのこ
とに過ぎないデス」

【ケロポヨ】「……それでも十分すごいぽよ」
【ヱリカ】「ふふん。……この煮豆、検められよ」

　ヱリカが煮豆を宙に放ると、ドラノール
は再び、それを宙でフォークに刺し取る。

【ドラノール】「……なッ、………煮豆が全て立方

体になっていて……、全ての面にサイコロ
の目が刻まれてイル……?!」

【ヱリカ】「古戸ヱリカには、この程度の箸さばき
が可能です。如何です？　皆様方？」

【ケロポヨ】「明らかにマナーからは逸脱してると
思うぽよー」

・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・

【ギュンヒルド】「楽しいイベントになりそうです。
私たちも軍旗祭さえなかったらサークルを
出してみたかったです」

【都雄】「あれだろ。ギュンヒルドの好きなメタル
系のヤツだろ」

【ジェイデン】「都雄はお子ちゃまだからな。デス
ボイスよりアニメ声のボキャロ系の方が好
きだろ？」

【都雄】「セルコンのアラート音に、美少女アニメ
のアクセサリをインストールした男がそー
ゆう言い方をするんじゃねぇ！」

【ジェイデン】「え ?!　なな、何でそんなこと知っ
てるんだよ……?!?!」

【ギュンヒルド】「一部のボイスアクセサリはケロ
ポヨに干渉して不具合を起こすとの噂、ご
存知ないですか」

【都雄】「カエルの呪いだな！　ケロポヨ様に逆



らったから、お前がインストールしたのが
どういうボイスで、どんな風に使われて、
どれが一番のお気に入りか、フレンドに全
送信されてるんだよ」

【ジェイデン】「ななッ、なんだとぉ、このクサレ
ガエル !!　お前、何でそんなことをおおぉ
お !!」

【ケロポヨ】「オイラ、インストール前に警告し
たぽよ～。エラーが起こる可能性があるけ
ど、それでもインストールを強行しますかっ
て、４回も確認したぽよ～。エラーの際には、
何のアクセサリでエラーを起こしたか、そ
のログをバックアップとしてフレンドの上
位者に送信すると警告済みぽよ～」

【ギュンヒルド】「ニンゲンの分際でＡＩ様に逆ら
うとは、身の程知らずなことです。ふふ」

【都雄】「お前が一番お気に入りのボイスは、起床
時の、えーっと何だっけ？　『ジェイデン君、
朝だよ？　起きないと悪戯しちゃうゾ？』
だっけ？」

【ジェイデン】「ほえええぇええぇぇほああああぁ
あああぁああああああぁあ !! ！」

【ミャオ】「そういうのが好きなんだね、ジェイデ
ン君。覚えておくね」

【ジェイデン】「ケロポヨ様、全てアンインストー
ルしますから許して下さい。ついでに都雄

とミャオちゃんの記憶もアンインストール
して下さい……」

【都雄】「こんな面白いこと、誰が忘れてなんかや
るもんか。ベーっだ」

【ギュンヒルド】「都雄。もう少しお淑やかにしな
いと、スリットから下着が見えてしまいま
すです」

　都雄はレナのコスプレ、ジェイデンはベ
アトリーチェのコスプレで気合十分だ。
　ちなみにギュンヒルドはエンジェルモー
トの衣装だ。……何というか、ものすごく
違和感がない。

 

   　　






